
1933年、当時の駿河台会館の前で

Report 2024年度 ご寄付とボランティアのご参加ありがとうございました

「2024年度 事業報告」のご案内東京YWCAをご支援くださる皆様に心より感謝申し上げます。
2024年度は寄付目標額615万円のところ、1064万6460円の
ご寄付をいただきました。ご支援くださいました多くの皆様に深く
感謝申し上げますとともに、今後とも東京YWCAへのお支えを
心よりお願い申し上げます。

東京YWCAの事業報告および財務諸表は、
ホームページで公開しています。今号でご紹
介した活動以外の取り組みについても詳し
く掲載していますので、ぜひご覧ください。

Newsletter
公益財団法人

Newsletterは、東京YWCAの事業活動を皆様にお伝えするための広報紙です。毎回特集で取り上げる事業を中心に、東京YWCAの今をお届けします。
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東京YWCA会館
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-8-11
TEL : 03-3293-5421(代表)　FAX : 03-3293-5570
Email : office@tokyo.ywca.or.jp

公益財団法人東京ＹＷＣＡ
https://www.tokyo.ywca.or. jp

YWCA（ワイ・ダブリュー・シー・エー /Young Women's Christian Association）は、キリスト教を基盤に、世界中の女性が言語や文化の壁を越えて力を合わせ、
女性の社会参画を進め、人権や健康や環境が守られる平和な世界を実現する国際NGOです。1855年英国で始まり、今では日本を含む100以上の国・地域で活動しています。

・東京YWCA板橋センター
・東京YWCA国領センター
・東京YWCA武蔵野センター
・東京YWCA野尻キャンプ場

Topics 東京YWCAの最新の活動の中から、注目の話題をお伝えします。
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寄付総額
10,856,460円

平和と人権
5,572,181円

平和と人権

青少年育成

女性の健康

社会福祉

事業全体のために

個人499人　  法人9件　  任意団体その他78件
寄付者延数

プロジェクトの進捗

ボランティア延人数 3,655人

青少年育成
2,477,431円

社会福祉
1,473,582円

女性の健康
800,390円

実施済み　  準備中　  未実施
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青少年育成

事業全体のために
（アーカイブプロジェクトを含む）
532,876円

ご寄付実績
約220万円

目標金額まで
残り約180万円

●公益財団法人東京YWCAへのご寄付及び賛
助会費は、寄附金控除の対象となります。制度
の詳細は国税庁ホームページをご覧ください。

銀行振込
お振り込み情報の確認のため、必ず寄付申込書をお送りください。
・ゆうちょ銀行（口座番号：10120 44516671）
・三菱UFJ銀行 神保町支店（口座番号：普通預金 1924322）
・みずほ銀行　九段支店（口座番号：普通預金 583583）
いずれも口座名義：公益財団法人東京YWCA

郵便振替
郵便局備え付けの払込用紙の通信欄に「寄付」とご記入ください。
・口座番号：00100-8-44681　加入者名：公益財団法人東京YWCA

毎月の寄付
毎月決まった金額を継続してご寄付いただく
「毎月の寄付」のしくみもあります。
詳細はQRコードからご覧ください。

ご寄付・ボランティアのお問い合わせ先

関心がある方はぜひ
お問い合せください。

ボランティア募集

財団管理部企画課　TEL：03-3293-5436　Email：kaiin@tokyo.ywca.or.jp  

「毎月の寄付」
はこちらから

東京ＹＷＣＡはキリスト教の基盤に立ち、人権・健康・環境が守られる平和な世界の実現を
めざして、事業を行っています。今号は、2024年度の事業の報告号です。ぜひご覧ください。
多くの皆様のお支えにより事業が実施できたことに、心より感謝申し上げます。

小さな疑問も一つひとつ一緒に考える学習支援。それぞれのペースで勉強します。手作りのすごろくやベーゴマで遊ぶ時間も

外国ルーツの子どもへの支援
一人ひとりに合った学びを大切に

＊この事業は運営費の一部を「三菱財団×中央共同
募金会～新型コロナウイルス感染下において困窮す
る人々を支援する～外国にルーツがある人々への支
援活動応援助成事業」からの助成を、また、サマー
キャンプは「俱進会」の助成を受け実施しました。

史料保存のためのご寄付に感謝
アーカイブプロジェクトを引き続きご支援ください
目標金額400万円を掲げ、2018年に
寄付募集を開始して以来、約220万円
のご寄付を頂戴しました。このうち152
万円を活用しました（右図）。約70万
円は準備中です。写真アルバムや機関
紙のデジタル化などプロジェクトの達成
には、あと180万円が必要です。ご協力
をよろしくお願いいたします。

““2024年度を振り返って
レンツ・カフェでは、保護者どうしで日本
での生活についてなど自由に話をした
り、ボランティアと日本文化の体験をし
たりしました。また、子育て中で外出しに
くい保護者に、オンラインでの日本語支
援も行いました。
大学の授業へのゲスト講師としての参加
や、サービス・ラーニング実習の受け入
れは、学生ボランティアの参加に繋がり
ました。また、一人の子どもを複数の団体
が連携して支援することもあり、地域での
つながりや協働が深まっています。
体験プログラムやボランティア養成の充
実のため、引き続きご支援ください。

日本語を母語としない親を持つ子どもた
ちへの日本語・学習支援「いちごの部屋」
は、幼児から高校生まで幅広い年齢層
の子ども31人を、ボランティア35人が支
援しました。一人ひとりの個別のニーズ
に応えるため、学習支援はボランティア
が一対一で行います。対面支援が基本
です。部活などの都合でオンラインで支
援した子どももいましたが、受験が近づ
くと「対面のほうがわかりやすい」と武蔵
野センターに通ってきました。
同じ時間に来ている子ども同士で、学習
の合間に遊ぶことも日本語を身近に感じ

ながら楽しく学ぶ機会です。支援ボラン
ティアのユース（学生や20代の社会人）
たちが企画した特別プログラムでは、皆
で近所のお店に行き、買い物体験をし
て、買った材料でサンドイッチやおにぎり
を作ってランチをしました。その後、近く
の公園で遊び、ユースたちと思いっきり
走り回る時間を過ごしました。また、「外
国にルーツのある子どものためのサマー
キャンプ」を、昨年に続き東京ＹＭＣＡと
の共同開催で行いました。
保護者を支援することは子どもへの支
援につながります。2年目を迎えたペア
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データベースソフトの購入
写真アルバムのデジタル化
機関紙のデジタル化
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（上）語り部の明有希
子さん　（右）参加者
（42名）のみなさん
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キャンプで使える実践的なスキルを皆で楽しく習得していきます

女性の健康

青少年育成

リーダーストレーニング
安全で楽しい教育キャンプのために
キャンプが好き、子どもたちと遊びたいなど、さまざまな動機で集
まった大学生たちをキャンプのリーダーとして育てていくのがリー
ダーストレーニングです。2024年度は、7月に野尻キャンプ場で
実際にキャンプを体験しながら、プログラムの安全面やサポート
方法を講義と実技で学びました。2月にはＧＡＬＡ湯沢スキー場
で、日帰りのスキーリーダーストレーニングを実施しました。どちら
もベテランリーダーと新人リーダーの交流、また、リーダー同士の
連帯感が生まれる機会にもなりました。東京都内でアーチェリー
練習やボート練習などもトライアルで実施し、自身のスキル向上と
指導技術の継承を進めています。

社会福祉

中高年女性の悩みに応える
腰・膝の関節痛の予防・改善のための水中運動

きょうだい児と家族を支援
障がい児「きょうだいの会」
きょうだい児（障がい児の兄弟姉妹）が主役のプログラム「きら
りんこ」にはきょうだい児支援に関心が高いボランティアリー
ダーが多く参加し、おやつ作り、水遊び、コント、クリスマス会、科
学技術館へお出かけと、子どもたちのリクエストとリーダーのア
イディアが集結した多彩な活動が展開されました。子どもたちの
間で遊びが自然と始まっていたり、お喋りしていたりと緊張せず
気楽に過ごせる場となりました。「きらりんこ」のお迎えに合わせ
て開いた親同士の「いどばた」は参加回数を重ねる度にお互い
の状況が分かり、吐露した思いを共有したり共に喜びあったり
緩やかで温かな繋がりが生まれています。

福祉計画にきょうだい児支援を盛り込んだ板橋区と2025年3
月に協定を締結しました。これまで積み重ねてきた経験を活か
し、ご家族の声を繋げて区の事業に協力していきます。

支援体制構築に協力する協定を板橋区と締結

暴力の被害を受けた女性や子どもへの支援の質向上を目指して、
支援者対象研修「ＤＶサバイバーと協働するための支援者トレー
ニング」を提供し始めて10年余りになります。この間、全国の自治
体の女性相談支援員や民間の支援員など300人以上が受講しま
したが、トレーニングを継続するためには、講師となるトレーナー
の養成も同時に必要となっています。2024年度は、支援者トレー

ニングの開発に関わり、アメリカで長くＤＶ被害者支援に携わって
きた尾崎礼子さんを講師に迎え、「トレーナー養成講座」を７年ぶ
りに実施しました。全国から11人が講座に参加し、基礎的知識の
講義から実践まで包括的に３日間（20時間）で学びました。参加
者の中から、3人が2025年度から東京YWCAで実施する支援者
トレーニングのトレーナーとして活動することが決まりました。

運動のあとは気分もリフレッシュします

（上・左下）2024年度もたくさん遊びました！　（右下）協定締結式

「基地のそばで
暮らすということ」 
今、本土のわたしたちに
問われていること

宜野湾市出身で、３年前から夫の転勤で
東京に暮らす明（あきら）有希子さんに
お話を伺いました。2017年12月７日、
宜野湾市にある普天間基地に近い緑ヶ
丘保育園に米軍ヘリコプターの部品が落
下しました。「危険なものが空から降って
くる」。この保育園に子どもを通わせてい
た明さんは当事者になって初めて、子ど
もの命がおびやかされていることに気づ
き、事件後から署名活動、行政への陳情
書、請願書を提出、政府への要請行動を
続けてこられました。集会で明さんは、

東京ＹＷＣＡ会館地下1階の女性専用
プールで行っている「ディープウォーター
ウォーキング」は、体幹部や足腰の筋力
低下によって引き起こされる腰痛、膝痛
などの予防や改善に効果のある水中プロ
グラムです。定員16人で週に4クラスが
年間を通して満員でした。浅い所でウォー
キングを行った後、腕に浮具をつけ3.5ｍ

の深さで運動します。慣れるまではバラン
スを取るのが難しいですが、継続するこ
とで衰えた筋肉が少しずつ鍛えられ、関
節の可動域が大きくなり、筋肉や関節が
本来持っている機能を回復させます。参
加者から運動後は、足や身体が軽くなる、
むくみが取れる等、心身ともに良い状態
を保てているという声があります。

本土と沖縄の立ち位置を考えてほしい、
平和を享受する本土と日常生活に米軍
兵士が身近に存在する沖縄の現状の違
いを知ってほしい、沖縄の問題ではなく、
日本の問題として、本土の人が本土の人
に伝えてほしい、と強調されました。講演
の後のグループディスカッションでは、日
米地位協定を変える、基地問題に真剣
にとりくむ政治家を主権者として選ぶこと
が必要という意見がありました。集会に
合わせて、東京YWCA会館ロビーで、「う
らそえ西海岸パネル展」を開催しました。

紛争や災害時の女性と
子どもの人権を守りたい

平和と人権

東日本大震災の風化を防ぐ
紛争地を、被災者を、私たちは忘れていません
紛争・災害時緊急支援事業は、2022年
2月24日のロシアによる軍事侵攻で平和
を脅かされるウクライナの子どもたちと
女性たちを支援するため、ポーランドの
日本語学校の協力で、ウクライナの学生
と日本の学生のオンライン交流会やポー

ランドに避難したウクライナの子どもた
ちの絵画展を開催しました。この事業は
全国のYWCAによびかけて2025年度
も継続します。東日本大震災による福島
第一原子力発電所の事故で避難した人
びとの日常は戻っていません。責任があ

いまいにされ、避難者が復興の妨げにな
るとでもいうような社会の同調圧力の中
で、避難者の人権は本来だれが守らな
ければならないのか、風化を防ぐプログ
ラムを6月と3月に行って、当事者や専門
家から聞きフロアとともに考えました。

平和と人権

DV被害者支援の質向上のため
支援者向けの研修ができるトレーナーを養成

平和と人権

緑ヶ丘保育園に米軍ヘリコプターの
部品が落下し、あわや大惨事となる
事故がおこりました。そもそも保育
園の上空は軍用機の飛行ルートと
して認められていません。事故の原
因究明も不十分なまま、現在も日常
的にヘリや飛行機が爆音とともに園
児たちの上を飛行しています。

緑ヶ丘保育園
米軍ヘリ落下物事故とは
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年間を通して満員でした。浅い所でウォー
キングを行った後、腕に浮具をつけ3.5ｍ

の深さで運動します。慣れるまではバラン
スを取るのが難しいですが、継続するこ
とで衰えた筋肉が少しずつ鍛えられ、関
節の可動域が大きくなり、筋肉や関節が
本来持っている機能を回復させます。参
加者から運動後は、足や身体が軽くなる、
むくみが取れる等、心身ともに良い状態
を保てているという声があります。

本土と沖縄の立ち位置を考えてほしい、
平和を享受する本土と日常生活に米軍
兵士が身近に存在する沖縄の現状の違
いを知ってほしい、沖縄の問題ではなく、
日本の問題として、本土の人が本土の人
に伝えてほしい、と強調されました。講演
の後のグループディスカッションでは、日
米地位協定を変える、基地問題に真剣
にとりくむ政治家を主権者として選ぶこと
が必要という意見がありました。集会に
合わせて、東京YWCA会館ロビーで、「う
らそえ西海岸パネル展」を開催しました。

紛争や災害時の女性と
子どもの人権を守りたい

平和と人権

東日本大震災の風化を防ぐ
紛争地を、被災者を、私たちは忘れていません
紛争・災害時緊急支援事業は、2022年
2月24日のロシアによる軍事侵攻で平和
を脅かされるウクライナの子どもたちと
女性たちを支援するため、ポーランドの
日本語学校の協力で、ウクライナの学生
と日本の学生のオンライン交流会やポー

ランドに避難したウクライナの子どもた
ちの絵画展を開催しました。この事業は
全国のYWCAによびかけて2025年度
も継続します。東日本大震災による福島
第一原子力発電所の事故で避難した人
びとの日常は戻っていません。責任があ

いまいにされ、避難者が復興の妨げにな
るとでもいうような社会の同調圧力の中
で、避難者の人権は本来だれが守らな
ければならないのか、風化を防ぐプログ
ラムを6月と3月に行って、当事者や専門
家から聞きフロアとともに考えました。

平和と人権

DV被害者支援の質向上のため
支援者向けの研修ができるトレーナーを養成

平和と人権

緑ヶ丘保育園に米軍ヘリコプターの
部品が落下し、あわや大惨事となる
事故がおこりました。そもそも保育
園の上空は軍用機の飛行ルートと
して認められていません。事故の原
因究明も不十分なまま、現在も日常
的にヘリや飛行機が爆音とともに園
児たちの上を飛行しています。

緑ヶ丘保育園
米軍ヘリ落下物事故とは



1933年、当時の駿河台会館の前で

Report 2024年度 ご寄付とボランティアのご参加ありがとうございました

「2024年度 事業報告」のご案内東京YWCAをご支援くださる皆様に心より感謝申し上げます。
2024年度は寄付目標額615万円のところ、1064万6460円の
ご寄付をいただきました。ご支援くださいました多くの皆様に深く
感謝申し上げますとともに、今後とも東京YWCAへのお支えを
心よりお願い申し上げます。

東京YWCAの事業報告および財務諸表は、
ホームページで公開しています。今号でご紹
介した活動以外の取り組みについても詳し
く掲載していますので、ぜひご覧ください。

Newsletter
公益財団法人

Newsletterは、東京YWCAの事業活動を皆様にお伝えするための広報紙です。毎回特集で取り上げる事業を中心に、東京YWCAの今をお届けします。

vol.29

東京YWCA会館
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-8-11
TEL : 03-3293-5421(代表)　FAX : 03-3293-5570
Email : office@tokyo.ywca.or.jp

公益財団法人東京ＹＷＣＡ
https://www.tokyo.ywca.or. jp

YWCA（ワイ・ダブリュー・シー・エー /Young Women's Christian Association）は、キリスト教を基盤に、世界中の女性が言語や文化の壁を越えて力を合わせ、
女性の社会参画を進め、人権や健康や環境が守られる平和な世界を実現する国際NGOです。1855年英国で始まり、今では日本を含む100以上の国・地域で活動しています。

・東京YWCA板橋センター
・東京YWCA国領センター
・東京YWCA武蔵野センター
・東京YWCA野尻キャンプ場

Topics 東京YWCAの最新の活動の中から、注目の話題をお伝えします。

特集 活動報告
Report

発行日：2025年7月15日

2025 July

寄付総額
10,856,460円

平和と人権
5,572,181円

平和と人権

青少年育成

女性の健康

社会福祉

事業全体のために

個人499人　  法人9件　  任意団体その他78件
寄付者延数

プロジェクトの進捗

ボランティア延人数 3,655人

青少年育成
2,477,431円

社会福祉
1,473,582円

女性の健康
800,390円

実施済み　  準備中　  未実施

194 8 33
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平和と人権

青少年育成

女性の健康

社会福祉

1,928

861

279

587
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青少年育成

事業全体のために
（アーカイブプロジェクトを含む）
532,876円

ご寄付実績
約220万円

目標金額まで
残り約180万円

●公益財団法人東京YWCAへのご寄付及び賛
助会費は、寄附金控除の対象となります。制度
の詳細は国税庁ホームページをご覧ください。

銀行振込
お振り込み情報の確認のため、必ず寄付申込書をお送りください。
・ゆうちょ銀行（口座番号：10120 44516671）
・三菱UFJ銀行 神保町支店（口座番号：普通預金 1924322）
・みずほ銀行　九段支店（口座番号：普通預金 583583）
いずれも口座名義：公益財団法人東京YWCA

郵便振替
郵便局備え付けの払込用紙の通信欄に「寄付」とご記入ください。
・口座番号：00100-8-44681　加入者名：公益財団法人東京YWCA

毎月の寄付
毎月決まった金額を継続してご寄付いただく
「毎月の寄付」のしくみもあります。
詳細はQRコードからご覧ください。

ご寄付・ボランティアのお問い合わせ先

関心がある方はぜひ
お問い合せください。

ボランティア募集

財団管理部企画課　TEL：03-3293-5436　Email：kaiin@tokyo.ywca.or.jp  

「毎月の寄付」
はこちらから

東京ＹＷＣＡはキリスト教の基盤に立ち、人権・健康・環境が守られる平和な世界の実現を
めざして、事業を行っています。今号は、2024年度の事業の報告号です。ぜひご覧ください。
多くの皆様のお支えにより事業が実施できたことに、心より感謝申し上げます。

小さな疑問も一つひとつ一緒に考える学習支援。それぞれのペースで勉強します。手作りのすごろくやベーゴマで遊ぶ時間も

外国ルーツの子どもへの支援
一人ひとりに合った学びを大切に

＊この事業は運営費の一部を「三菱財団×中央共同
募金会～新型コロナウイルス感染下において困窮す
る人々を支援する～外国にルーツがある人々への支
援活動応援助成事業」からの助成を、また、サマー
キャンプは「俱進会」の助成を受け実施しました。

史料保存のためのご寄付に感謝
アーカイブプロジェクトを引き続きご支援ください
目標金額400万円を掲げ、2018年に
寄付募集を開始して以来、約220万円
のご寄付を頂戴しました。このうち152
万円を活用しました（右図）。約70万
円は準備中です。写真アルバムや機関
紙のデジタル化などプロジェクトの達成
には、あと180万円が必要です。ご協力
をよろしくお願いいたします。

““2024年度を振り返って
レンツ・カフェでは、保護者どうしで日本
での生活についてなど自由に話をした
り、ボランティアと日本文化の体験をし
たりしました。また、子育て中で外出しに
くい保護者に、オンラインでの日本語支
援も行いました。
大学の授業へのゲスト講師としての参加
や、サービス・ラーニング実習の受け入
れは、学生ボランティアの参加に繋がり
ました。また、一人の子どもを複数の団体
が連携して支援することもあり、地域での
つながりや協働が深まっています。
体験プログラムやボランティア養成の充
実のため、引き続きご支援ください。

日本語を母語としない親を持つ子どもた
ちへの日本語・学習支援「いちごの部屋」
は、幼児から高校生まで幅広い年齢層
の子ども31人を、ボランティア35人が支
援しました。一人ひとりの個別のニーズ
に応えるため、学習支援はボランティア
が一対一で行います。対面支援が基本
です。部活などの都合でオンラインで支
援した子どももいましたが、受験が近づ
くと「対面のほうがわかりやすい」と武蔵
野センターに通ってきました。
同じ時間に来ている子ども同士で、学習
の合間に遊ぶことも日本語を身近に感じ

ながら楽しく学ぶ機会です。支援ボラン
ティアのユース（学生や20代の社会人）
たちが企画した特別プログラムでは、皆
で近所のお店に行き、買い物体験をし
て、買った材料でサンドイッチやおにぎり
を作ってランチをしました。その後、近く
の公園で遊び、ユースたちと思いっきり
走り回る時間を過ごしました。また、「外
国にルーツのある子どものためのサマー
キャンプ」を、昨年に続き東京ＹＭＣＡと
の共同開催で行いました。
保護者を支援することは子どもへの支
援につながります。2年目を迎えたペア
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目標金額
400万円

1
2
3

データベースソフトの購入
写真アルバムのデジタル化
機関紙のデジタル化

1


